
NoMaps2021 開催報告



（１）NoMapsとは？

テクノロジーやアイディアで、未来の社会を切り拓く。
そんな志を持つ人たちが、自ら目指す最高峰に挑むために
集い交わるベースキャンプ、それが“NoMaps”です。

NoMapsは、札幌・北海道という象徴的な開拓の地で、クリエイティブな発想や技術によって次の社
会を創ろうとする“現代的フロンティアスピリット”を持った人たちのためのコンベンション（人、情
報、知識、物などの交流の場）です。

NoMapsに集った人々はもちろん、この地で暮らす人々のクリエイティビティも高め、地図にまだ描
かれていない新たな領域を、札幌・北海道から切り拓いていこうとするものです。

先端テクノロジーや斬新なアイディアを核とした｢新しい価値観/文化/社会の姿」を提案するビジネ
スコンテンツをテーマに、「会議（Conference）」「展示（Exhibition）」「興行（Event）」「交
流（Meet-up）」「実験（Experiment）」の５つの事業によって、新たなビジネスを生み出し､加
速させるための場を提供していきます。

“NoMaps” －名称の由来
アメリカのＳＦ作家、ウィリアム・ギブスンを追った同名のドキュメンタリー映画にちなんで命名。
「地図なき領域を開拓する」という思いを込めています。

2016年にプレ開催、2017年から本格開催をスタート。
2021年は、2020年に引き続き、新型コロナウィルス感染症拡大防止の
観点から、オンラインカンファレンスを軸として、三密を避け会場への
集客を伴うイベントを極力行わない形で実施した。
また、準備等の関係から映画祭は会期をずらして開催した。

NoMapsは、様々な取組を通じて、
「新たなビジネスを生み出し、加速させる」

ための場を提供していきます。
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Ⅰ．NoMaps2021 開催概要



（２）NoMaps2021 開催概要

【開 催 日】 2021年10月13日（水）～17日（日）
※2021年度より【NoMaps＋年号】の表記を10月に開催するメイン会期の呼称として使用している。

【開催場所】 オンライン配信を軸に、一部札幌市内中心部会場で実施

【事業目的】 〇クリエイティブ産業の活性化と他産業への波及
〇創業支援・新産業の創造・投資の促進
〇クリエイティブな市民文化の醸成
〇札幌・北海道の国際的知名度・魅力の向上
〇「世界屈指のイノベーティブなまちSAPPORO」の実現

【主 催】 NoMaps実行委員会

【WEB/SNS】 ウェブサイト https://no-maps.jp
Twitterアカウント @no_maps
Facebookページ https://www.fb.com/NoMaps.jp

【実施状況】

Ⅰ．NoMaps2021 開催概要

機会を活用した
作品や取組の発表の場

クリエイティブな体験を
楽しむ場

マーケティング・新技術の実践、
企業間交流、情報収集と発信の場

クリエイター 一般参加者 ビジネス参加者
マーケティング対象として

アプローチ

新型コロナウィルスルの感染拡大防止のため、カンファレンスのオンライン配信を軸として開催し、
交流の場もオンラインツールを活用して実施。

一部のカンファレンスや技術展示、イベントなどは、感染拡大防止に配慮しながら、
いまできることを最大限考え、オフラインで実施。
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【総事業数】 52 事業

【参加者総数】

（2）事業区分毎の主な事業

Apex Legends NoMaps CUP 2021
コンサドーレ杯 北海道ドローンサッカー大会

NoMaps Touch 
the NEW Square

NoMaps Meeeeeeet!
「タノシイ」ハジマリミートアップ

Ⅱ．NoMaps2021 開催結果
（1）実施事業数・参加者数等

NoMaps2021 オープニング、北海道大学 数理・データサイエンス教育研究センター「ニトリみらい社会デザイン講座」Presents 
MITメディアラボ石井裕キーノート「未踏峰連山」、タブーの先の未来へ～切り拓かれてゆくFemTech市場、デジタル時代だからこ
そのアナログ！オンラインワークショップを考える、生活MaaSは、どうやったらビジネス化できるのか？〜地域の未来と人々が求め
ている利便性とは〜、NTTコミュニケーションズ Presents シリコンバレーやイスラエルのスタートアップと接して見えてきた(？)コ
ラボレーションのカタチ～Fesaas番外編～、STARTUP CITY SAPPORO Presents 私達が地方スタートアップ を支援するわけ、
ACTNOW Presents このままだと未来の食と環境ってどうなる？～フードロスミュージアムトークセッション、真鍋淑郎氏ノーベル
物理学賞受賞緊急企画「おしえて山中先生！気候モデルってなに？」、サウナでアイディア生まれる！ととのい コンテンツ作成術

前年に引き続きオンライン配信系の事業が多く、事業によっては、リアルタイムでの視聴
数の他にアーカイブの視聴数やSNS上での一時的な再生回数などを含むことから、全体で
の集計は見送り、区分および事業単位での整理としている。

【Conference】46セッション 視聴回数 8,768回
【Exhibition】1事業 ＜NoMaps Touch the NEW Square＞ 来場者数 496人
【Event】2事業 ＜Apex Legends NoMaps CUP 2021＞ 視聴回数 2,055人

＜コンサドーレ杯 北海道ドローンサッカー大会＞ 参加者数 535人
【Meet-up】2事業 ＜NoMaps Meeeeeeet! ＞ 参加者数 140人

＜「タノシイ」ハジマリミートアップ ＞ 参加者数 40人
【Experiment】1事業 ＜ARで合気道を体験するワークショップ＞ 参加者数 46人
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人口減少下の高校存続最前線 ～若者が地域で育ち活躍できる学校システムとは～、北海道大学 数理・データサイエンス教育研究センター「ニトリみらい
社会デザイン講座」Presents データサイエンスがもたらす未来、DXが紡ぐ再エネエコシステムの未来～再エネ100％を目指す石狩の挑戦、SDGs的視点
で紐解くこれからの地方創生、ふるさとのために、何ができるだろう？～デジタルで広げる北海道の魅力発信の可能性～、STARTUP CITY SAPPORO 
Presents 北海道に宇宙版シリコンバレーをつくる -北海道スペースポートの挑戦、HOWHERE Presents 北海道ではたらくこと、北海道にはたらくこと
コミュニティベースドビジネスのこれからを考える～、NoMaps北海道未踏企画第4弾 未踏人材との共創で北海道のDXを加速する！〜NoMaps北海道未踏
の考える高度IT人材の活用とは〜、Q&Aセッション：ITエンジニアの自由と繋がりの力─技術で伸びる環境はいかにして作られるか？、札幌証券取引所
Presents 起業も「選べる」自己研鑽のススメ～北海道でアントレプレナーシップが育つコミュニティ3選～、さくらインターネット Presents おしえて
DX！これを聞けば社内でDXが正しくはじまる DXってほんとに必要？ 協同組合もIT企業もバッサリ斬る！、北海道大学 数理・データサイエンス教育研究
センター「ニトリみらい社会デザイン講座」Presents データサイエンス人財育成の新しいカタチ、STARTUP CITY SAPPORO Presents 事例から学ぶス
タートアップが知るべき商標・特許の活用法、北海道新聞社 Presents SDGs「完全循環型社会の実現」みんな参加型の循環型社会！〜2030年を決める10
年〜、中小企業に求められるサイバーセキュリティ対策、STARTUP CITY SAPPORO Presents シリコンバレー・欧州から学ぶ スタートアップ×デザイン
の理想形、日本に進出してみてどうですか？ 韓国スタートアップの成功談、苦労談～外資スタートアップというチャレンジ機会について、世の中を変える
ためのあの手この手 ～大学発研究開発型スタートアップの挑戦～、IT業界から見たesportsビジネスの可能性について、ジャーナリズムとシビックテック
から見たオープンデータの未来、ローカルフレンズが地域を熱くする～“テレビを使って地域を作る” NHK ローカルフレンズ滞在記＜Domingo&NHK北海
道セッション＞、私もテレビを使ってみた～“テレビを使って地域を作る” NHK ローカルフレンズ滞在記＜Domingo&NHK北海道セッション＞、超ローカ
ルと超テレビ～“テレビを使って地域を作る” NHK ローカルフレンズ滞在記＜Domingo&NHK北海道セッション＞、STARTUP CITY SAPPORO Presents 
世の中の人手不足を解消し、働き方革命を起こす ——急成長中のスキマバイトサービス・タイミー小川社長の起業ストーリー、未完 xR/Flutter Dev Day
～テクノロジー最先端領域の「今」を知る～、Spread IDEATHON!プラトーを使うことで生まれるサービスとは？、感性でつかむSDGs ―映像・アニ
メーションが持つ可能性、札幌解体新書～中間テスト＆特別セッション@NoMaps～、高校教育は変われるのか？！〜普通科高校の改革最前線〜、GIGA
スクール構想の現在、未来〜これからの日本の教育、学校はどう変わるのか〜、自分のワクワクを知り・創る、STEAMな学びのミライ、ミカタバ大学 宇
宙特別編「＃宇宙産業ではたらく」、ICCサロン｜映像（オンライン）、Books for Change“好き”はすべての原動力、NoMaps2021 クロージング

ARで合気道を体験する
ワークショップ

※札幌国際短編映画祭が会期外開催となったため、事業数等が前年度から大きく減少。



Ⅱ．NoMaps2021開催結果

【実施概要】
〇関連事業数 46事業（うち共催9事業、連携19事業）
〇参加者数 視聴回数 8,768回

取り巻く環境が目まぐるしく変わり、先の予測が難しい時
代。だからこそ私たちは様々な知見やアイデアを学びなが
ら変化に適応し、行動に移していく必要があります。
NoMaps カンファレンスでは、新しい技術・サービス・
アイディアで道なき道を切り拓く多様なゲストを招き、世
界に展開するビジネスから、地方創生を目指したクリエイ
ティブな取組まで、多様なテーマのカンファレンスを集中
的に開催しました。

【主なテーマ】
#データサイエンス #SDGs #スタートアップ・起業支援 #教育 #宇宙 #気候変動 ＃フェムテック #地域・地方
#学生 #共創・連携 #医療 #IT #コミュニティ #モビリティ #アート #シビックテック #働き方 #メディア
#食 #バイオ #映像 #esports #オープンデータ #AR #DX 等

■NoMaps カンファレンス 2021
2020年度に引き続きオンラインを主軸とした開催となったカンファレンスは、道内外から新しい社会を創
るイノベーターに多数登壇いただき、講演・ディスカッションともに充実した内容となりました。
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収録配信（左上）、会場から生配信（右上）、オンライン生配信（左下）、オンサイト開催（右下）と、
多様な手法でセッションを展開しました。



Ⅱ．NoMaps2021開催結果

【実施概要】
〇事業数 2事業
〇参加者数 Apex Legends NoMaps CUP 2021 視聴回数 2,055人

コンサドーレ杯 北海道ドローンサッカー大会 参加者数 535人

札幌国際短編映画祭がNoMaps2021会期後の開催となり、
今年はEvent事業としては、NoMaps初のe-sports大会
となる「Apex Legends NoMaps CUP 2021」、そし
て北海道初となるドローンを活用した新しいスポーツ大会
「コンサドーレ杯 北海道ドローンサッカー大会」の2事業
を行いました。

■ Apex Legends NoMaps CUP 2021
1億人のプレイヤー数を誇るe-sportsコンテンツ「Apex Legends™」のオンライン大会をNoMaps内で開催（主催：北海
道モバイルコンテンツ・ビジネス推進協議会（HMCC）、北海道IT推進協会（HICTA））。新型コロナウィルスの収束の
目途が立たない中、企業間・異業種交流の一端を担える活動を探るための企画として、参加資格を北海道内在住のプレイ
ヤーとして、60チーム、180人が大会に参加しました。戦いの様子はYoutubeでLIVEで配信し、多くの方に視聴いただき
ました。

■コンサドーレ杯北海道ドローンサッカー大会
北海道初開催となるドローンサッカー大会をNoMaps期間中に開催（主催：北海道ドローンサッカー大会実行委員会）。ド
ローンサッカーは韓国発祥の競技で、球状のプラスチックフレームに覆われた専用ドローンボールを使用し、5対5 で戦う
最新戦略型チームスポーツ。競技自体の認知度向上も含め、デモンストレーションなどを行った後、8チームによるトーナ
メント戦を行いました。



Ⅱ．NoMaps2021開催結果

【実施概要】
〇事業数 2事業 〇参加者数 180人

コロナウィルス感染症拡大防止のため、前年度に引き続き、
交流の場づくりはオンラインコミュニケーションを円滑に
するサービス「Ovice」を活用しました。
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バーチャルスペース『Ovice』を活用し、オンライン上にラウンジを設置。会期中、常時開放するととも
に、ミートアップイベントを平日3日間、カンファレンスセッション終了後に開催した。
また、「タノシイ」を起点に自らの思いを共有することで人と繋がるワークショップ形式のミートアップ
も開催した。

【実施概要】
〇出展団体数 3社・団体
〇来場者数 496人

NHK札幌拠点放送局ブースでは12月に新社屋で予定の
「コロナ禍のクリエーション札幌展」の一部を先行展示。
1970年頃の札幌市中心部を再現したＶＲ映像の体験コー
ナーなどが好評でした。また、NTTコミュニケーションズ
ブースでは、連日道内スタートアップ企業とのミートアッ
プが複数行われ、情報交換の場として活用されました。

■ NoMaps Touch the NEW Square
先端技術や新しいサービス、取組等を多くの市民に知ってもらう、体感してもらう場として設置。今年度
は3つのブースが出展した。

【出展企業・団体】
NHK札幌拠点放送局ブース/NTTコミュニケーションズブース
STARTUP CITY SAPPORO・北海道未来創造スタートアップ育成相互支援
ネットワーク（HSFC）事業紹介パネル展示＆相談窓口



【問合せ先】

NoMaps実行委員会 （担当：事務局・廣瀬）

〒003-0005
札幌市白石区東札幌5条1丁目1－1
インタークロス・クリエイティブ・センター２FH
TEL 011-812-2000 FAX    011-812-2001
E-mail info@no-maps.jp URL https://no-maps.jp

NoMaps2021で開催したセッション等の
レポートを随時公開中！

NoMaps公式ホームページの
「トピックス＆レポート」をCHECK!！

実験的な取組として、IPA未踏IT人材発掘・育成事業に採
択された誰でも簡単に合気道を学べる開発ソフトの体験会
を開催しました。

■ ARで合気道を体験するワークショップ
2021年にIPA未踏IT人材発掘・育成事業に採択された北海道大学工学部4年の鈴木湧登さんが考案した、
誰でも簡単に合気道を学べる開発ソフトの体験会を開催。マイクロソフトの拡張現実(AR)デバイ
「HoloLens2」と開発ソフトによって、新しい方法で合気道を習得する技術を一般の方にも体験しても
らった。

【実施概要】
〇事業数 1事業 参加者数 46人
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